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〝
憲
法
を
暮
ら
し
の
中
に
生
か
そ
う
〞
―
―
日
本

共
産
党
は
、
京
都
府
内
の
ど
の
議
会
に
お
い
て
も
、

中
小
企
業
支
援
を
中
心
と
し
た
地
域
経
済
再
生
の
方

向
や
農
林
漁
業
振
興
と
ふ
る
さ
と
再
生
、
雇
用
創
出

と
仕
事
づ
く
り
、
地
域
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
充

実
、
ど
の
子
も
伸
び
る
教
育
制
度
の
充
実
、
原
発
ゼ

ロ
実
現
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
地
域
お
こ

し
、
住
民
自
治
と
自
治
体
を
守
る
た
め
の
、
積
極
的

な
政
策
提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
自
民
・
公
明
政
権
の
す
す
め
る
「
地

方
切
り
捨
て
」
政
治
と
対
決
し
、「
住
民
の
福
祉
と

暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う
自
治
体
の
原
点
に
た
っ
た

次
の
「
重
点
政
策
」
を
基
本
方
向
に
か
か
げ
、
住
民

の
み
な
さ
ん
と
力
を
あ
わ
せ
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

暮
ら
し
、
福
祉
、
子
育
て
、
教
育
の
改
善

に
真
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
住
民
の
く
ら
し

が
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
い
ま
こ
そ
、
地
方
自

治
体
が
「
国
の
悪
政
か
ら
住
民
の
利
益
を
ま

も
る
防
波
堤
」
の
役
割
を
大
い
に
発
揮
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。
と
り
わ
け
次
の
具
体
的
課

題
で
、
切
実
な
要
求
の
実
現
め
ざ
し
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

①
消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
断
固
反
対
し
ま

す
。
財
源
は
大
企
業
へ
の
行
き
過
ぎ
た
減

税
、
大
金
持
ち
減
税
を
や
め
、「
支
払
い

能
力
に
応
じ
た
負
担
」
の
原
則
に
よ
る
税

制
改
革
で
作
り
ま
す
。

②
資
本
金
や
給
与
総
額
で
課
税
額
を
決
め
る

法
人
事
業
税
の
外
形
標
準
課
税
を
、
資
本

金
１
億
円
以
下
の
小
規
模
企
業
に
ま
で
拡

大
す
る
こ
と
は
、
赤
字
企
業
な
ど
に
過
大

な
負
担
を
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
反
対

し
ま
す
。

③
高
す
ぎ
る
国
保
料
（
税
）
の
引
き
下
げ
、

保
険
証
取
り
上
げ
の
中
止
、
強
権
的
徴
税

の
中
止
を
強
く
求
め
、
医
療
を
受
け
る
権

利
を
守
り
ま
す
。
国
保
の
「
一
元
化
」
に

反
対
し
、
身
近
な
市
町
村
で
の
相
談
体
制

を
充
実
し
ま
す
。「
地
方
税
機
構
」
を
や

め
、
元
に
戻
し
ま
す
。

④
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
す
み
や
か
に
廃

止
し
、
高
齢
者
へ
の
差
別
医
療
を
や
め
さ

せ
、
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。
京
都
府
独
自

の
「
老
人
医
療
助
成
制
度
（
マ
ル
老
）」

を
維
持
し
、
74
歳
ま
で
拡
充
し
ま
す
。
京

都
市
の
敬
老
乗
車
証
の
改
悪
を
や
め
さ

せ
、
民
間
バ
ス
に
も
適
用
さ
せ
ま
す
。

⑤
生
活
保
護
基
準
の
改
悪
に
反
対
し
、
申
請

権
の
侵
害
を
や
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
連

動
す
る
就
学
援
助
な
ど
の
基
準
の
引
き
下

げ
を
許
し
ま
せ
ん
。

⑥
地
域
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
を
強

め
、
介
護
保
険
料
、
利
用
料
の
軽
減
、
特

養
ホ
ー
ム
な
ど
介
護
基
盤
整
備
を
す
す
め

ま
す
。
府
北
中
部
・
南
部
地
域
の
医
師
確

保
を
は
じ
め
、
地
域
医
療
の
偏
在
解
消
を

め
ざ
し
ま
す
。

⑦
自
立
支
援
法
廃
止
の
「
基
本
合
意
」
と
新

法
の
た
め
の
「
骨
格
提
言
」
に
立
ち
返
っ

た
「
障
害
者
総
合
福
祉
法
」
の
制
定
を
め

ざ
し
、
障
害
者
権
利
条
約
の
批
准
に
ふ
さ

わ
し
い
国
内
法
の
整
備
を
す
す
め
ま
す
。

障
害
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
生
活
と
権
利

を
守
り
ま
す
。

⑧
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
制
度
の
中
学
校
卒

業
ま
で
の
拡
充
（
入
院
、
通
院
と
も
完
全

無
料
化
）、
地
域
の
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
体

制
の
整
備
、
子
育
て
支
援
を
強
化
し
ま

す
。
認
可
保
育
所
の
増
設
、
待
機
児
童
の

解
消
を
は
じ
め
、
公
的
保
育
を
拡
充
し
ま

す
。
あ
た
た
か
い
中
学
校
給
食
の
実
施
を

求
め
ま
す
。

⑨
教
育
予
算
を
抜
本
的
に
拡
充
し
、
少
人
数

学
級
を
実
現
し
、
教
育
の
保
護
者
負
担
の

軽
減
を
は
か
り
ま
す
。
学
力
テ
ス
ト
の
押

し
つ
け
な
ど
競
争
主
義
教
育
の
是
正
、
入

試
制
度
の
抜
本
改
善
を
ふ
く
む
高
校
制
度

改
革
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成
長

を
保
障
す
る
教
育
を
す
す
め
ま
す
。
教
育

委
員
会
制
度
を
守
り
発
展
さ
せ
ま
す
。

⑩
住
民
合
意
の
な
い
、
上
か
ら
の
押
し
つ
け

の
学
校
統
廃
合
に
は
反
対
し
ま
す
。
府
南

・
拡
充
し
ま
す
。

⑤
こ
れ
以
上
の
大
型
店
の
出
店
を
許
さ
な
い

た
め
、「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
見
直

し
、
実
効
あ
る
出
店
規
制
を
は
か
り
ま

す
。
大
型
店
の
社
会
的
責
任
を
明
確
に

し
、
地
域
社
会
に
影
響
を
与
え
る
野
放
図

な
撤
退
は
許
し
ま
せ
ん
。

⑥
若
者
を
使
い
つ
ぶ
す
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
」、「
ブ
ラ
ッ
ク
バ
イ
ト
」
を
な
く
す
た

め
、
対
象
企
業
の
実
態
調
査
、
問
題
企
業

の
公
表
を
行
い
、「
若
者
の
働
か
さ
れ

方
」
の
改
善
を
は
か
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
を
よ
く
す
る
た
め
に
、「
大
企

業
さ
え
呼
び
込
め
ば
、
そ
の
お
こ
ぼ
れ
で
地

域
が
栄
え
る
」
と
い
う
破
た
ん
し
た
古
い
や

り
方
と
は
決
別
し
、
そ
の
地
域
に
現
に
あ
る

力
を
育
て
、
伸
ば
し
て
雇
用
と
消
費
を
増
や

し
、
さ
ら
に
力
を
つ
け
る
振
興
策
―
―
内
発

型
・
循
環
型
の
地
域
振
興
策
へ
の
転
換
を
は

か
り
ま
す
。
ま
た
、「
働
く
ル
ー
ル
の
確

立
」
で
若
者
の
雇
用
を
守
り
ま
す
。

①
「
中
小
企
業
地
域
振
興
基
本
条
例
」
を
制

定
し
、
地
域
に
根
ざ
し
た
中
小
企
業
、
地

場
産
業
、
農
林
漁
業
を
総
合
的
に
支
援

し
、
安
定
し
た
雇
用
と
仕
事
を
作
り
出
し

ま
す
。
融
資
制
度
の
抜
本
改
善
を
求
め
ま

す
。
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
を
い
か
し

た
施
策
の
拡
充
を
す
す
め
ま
す
。

②
す
べ
て
の
下
請
け
企
業
に
わ
た
る
賃
金
の

下
限
規
定
を
明
記
し
た
「
京
都
府
公
契
約

条
例
」「
京
都
市
公
契
約
条
例
」
を
策
定

し
ま
す
。

③
公
共
事
業
の
分
離
・
分
割
発
注
を
含
め
、

現
実
に
地
元
企
業
・
業
者
に
仕
事
が
回
る

よ
う
入
札
制
度
を
改
善
し
、
小
規
模
工
事

受
注
の
た
め
の
希
望
業
者
登
録
制
度
を
創

設
し
ま
す
。

④
地
元
業
者
の
仕
事
お
こ
し
に
つ
な
が
る

「
住
宅
改
修
助
成
制
度
」
及
び
「
ま
ち
な

か
商
店
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
」
を
創
設

日
本
共
産
党
の「
重
点
政
策
」第二部

消
費
税
10
％
へ
の
増
税
に
キ
ッ
パ
リ
反
対
。

福
祉
と
暮
ら
し
最
優
先
の
自
治
体
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

第１の政策

地
域
に
根
ざ
し
た
循
環
型
経
済
で
、

仕
事
と
雇
用
を
お
こ
し
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
ゼ
ロ
、
若
者
が
「
人
間
ら
し
く
働

け
る
ル
ー
ル
」
を
確
立
し
ま
す
。

第２の政策 部
の
特
別
支
援
学
校
の
建
設
を
急
ぎ
、
京

都
市
内
に
も
新
設
す
る
こ
と
、
ま
た
、
特

別
支
援
学
校
へ
の
充
分
な
教
員
配
置
を
求

め
ま
す
。

⑪
世
界
一
の
高
学
費
負
担
、
劣
悪
な
奨
学
金

制
度
の
抜
本
的
改
善
を
国
に
対
し
強
く
求

め
、
大
学
授
業
料
の
無
料
化
、
有
利
子
奨

学
金
の
無
利
子
化
、
給
付
型
奨
学
金
へ
の

転
換
を
要
求
す
る
と
と
も
に
、
京
都
府
独

自
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
検
討

・
提
案
し
ま
す
。

⑫
だ
れ
も
が
芸
術
・
文
化
に
ふ
れ
、
楽
し

み
、
学
び
、
つ
く
れ
る
よ
う
に
、
文
化
予

算
を
ふ
や
し
公
的
支
援
を
充
実
し
ま
す
。「ブラック企業根絶を」と京都府に申し入れる府議団と青年ら
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め
ま
す
。

②
府
民
の
「
安
心
・
安
全
」
を
守
る
た
め
、

地
方
振
興
局
、
保
健
所
、
土
木
事
務
所
な

ど
、
住
民
に
近
い
行
政
機
関
の
機
能
強

化
、
人
員
の
拡
充
を
は
か
り
ま
す
。

③
道
州
制
導
入
や
滋
賀
県
と
の
府
県
合
併
に

は
キ
ッ
パ
リ
と
反
対
し
ま
す
。

④
地
方
議
会
と
行
政
に
関
す
る
情
報
公
開
の

拡
大
、
子
ど
も
議
会
や
日
曜
議
会
の
開
催

な
ど
、
住
民
に
開
か
れ
た
地
方
議
会
改
革

へ
、
い
っ
そ
う
の
努
力
を
行
い
ま
す
。

⑤
や
み
く
も
な
「
議
員
定
数
削
減
」
は
、
住

民
の
声
を
議
会
に
反
映
す
る
道
を
閉
ざ
す

も
の
で
す
。
議
員
定
数
削
減
に
反
対
し
、

住
民
目
線
に
た
っ
た
議
員
報
酬
の
削
減
を

提
案
し
ま
す
。

⑥
政
務
活
動
費
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
地

方
議
会
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
含
め
た

全
面
公
開
を
要
求
し
ま
す
。

原
発
ゼ
ロ
」
の
政
治
決
断
を
迫
り
ま
す
。

②
地
域
住
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
と
協
力

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
促
進
、
事
業

化
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

③
地
域
金
融
機
関
と
も
連
携
し
た
「
事
業
立

ち
上
げ
の
た
め
の
無
利
子
・
無
担
保
の
融

資
制
度
」
の
創
設
を
働
き
か
け
、
地
域
で

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
促
進

に
よ
る
雇
用
創
出
、
仕
事
お
こ
し
、
中
小

企
業
の
新
技
術
開
発
、
経
済
活
性
化
を
支

援
し
ま
す
。

④
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
の
見
直
し
・
中

止
を
国
に
強
く
要
求
し
、「
京
都
駅
ル
ー

ト
誘
致
」
の
取
り
組
み
を
や
め
さ
せ
、
東

海
道
新
幹
線
等
の
地
震
・
津
波
対
策
を
優

先
し
て
進
め
る
よ
う
求
め
ま
す
。

　

暮
ら
し
が
苦
し
く
な
り
、
地
域
の
疲
弊
が

深
刻
に
な
っ
て
い
る
も
と
で
、
地
方
議
会
と

議
員
が
、
ど
ん
な
姿
勢
で
地
方
政
治
に
の
ぞ

む
の
か
が
鋭
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
住
民
の

苦
し
み
、
痛
み
に
心
を
寄
せ
、
住
民
の
声
と

願
い
が
と
ど
く
議
会
改
革
、
地
域
で
の
住
民

自
治
と
住
民
参
加
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
な
ど
、
繰
り
返
さ
れ
る
大
規
模

災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
に
本
格
的
に
取

り
組
み
、
地
域
の
安
心
・
安
全
を
最
優
先
す

る
地
方
行
政
へ
切
り
か
え
ま
す
。

①
河
川
改
修
計
画
を
抜
本
的
に
検
討
・
見
直

し
、
改
修
予
算
の
大
幅
増
額
を
迫
り
ま

す
。
大
規
模
災
害
被
害
へ
の
臨
時
的
な
救

済
制
度
の
恒
久
化
、
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
補
強
工
事
へ
の
本
格
的
な
補
助
制
度

の
創
設
・
拡
充
、
学
校
・
公
共
施
設
の
耐

震
診
断
・
工
事
の
計
画
的
推
進
を
強
く
求

　

福
井
地
裁
が
大
飯
原
発
３
、
４
号
機
の

「
再
稼
働
差
し
止
め
」
判
決
を
出
し
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
は
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」
で
、
原
子
力
発
電
を
「
ベ
ー
ス

ロ
ー
ド
電
源
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
大
飯
・

高
浜
原
発
の
再
稼
働
を
あ
ら
た
め
よ
う
と
し

て
い
ま
せ
ん
。
府
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
へ

の
大
き
な
脅
威
と
な
る
大
飯
、
高
浜
原
発
の

再
稼
働
に
強
く
反
対
し
、
原
発
ゼ
ロ
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
を
、
各
地
域
の
住
民

参
加
で
、
ま
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
も
連
携
し
、

強
力
に
推
進
し
ま
す
。

　

大
都
市
圏
を
中
心
と
し
た
、
新
た
な
資
本

集
中
、
ム
ダ
と
環
境
破
壊
を
許
し
ま
せ
ん
。

①
原
発
再
稼
働
・
輸
出
に
反
対
し
、「
即
時

原
発
ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

大
転
換
を
す
す
め
ま
す
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
建
設
な
ど
新
た
な
ム
ダ
と

環
境
破
壊
を
許
し
ま
せ
ん
。

第４の政策

連
続
す
る
豪
雨
水
害
か
ら
、

府
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
営
業
を
守
り
ま
す
。

住
民
の
声
が
と
ど
く
議
会
と
自
治
体
改
革
を

進
め
ま
す
。

第５の政策
　

戦
後
70
年
。
歴
史
を
ね
つ
造
す
る
反
動
的

な「
逆
流
」と
た
た
か
い
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
の
た
め
の
解
釈
改
憲
、「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
」を
許
し
ま
せ
ん
。京
丹
後
市
の
Ｘ
バ
ン
ド

レ
ー
ダ
ー
・
米
軍
基
地
を
撤
去
さ
せ
、平
和
の

都
・
京
都
を
世
界
と
ア
ジ
ア
に
発
信
し
ま
す
。

①
「
村
山
談
話
」「
河
野
談
話
」
の
核
心
的

な
部
分
を
継
承
し
、
日
本
軍
「
慰
安
婦
」

問
題
の
解
決
を
は
か
る
よ
う
求
め
ま
す
。

②
侵
略
戦
争
美
化
の
歴
史
教
科
書
の
教
育
現

歴
史
の
ね
つ
造
と
「
逆
流
」、
憲
法
９
条
破
壊
、

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」
を
許
し
ま
せ
ん
。

第６の政策

場
へ
の
押
し
つ
け
や
道
徳
の
教
科
化
に
反

対
し
ま
す
。

③
人
種
差
別
を
あ
お
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

な
く
す
た
め
、
法
整
備
を
含
む
断
固
た
る

対
処
を
求
め
ま
す
。

④
京
丹
後
市
の
米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基

地
は
撤
去
さ
せ
、
米
軍
に
よ
る
事
故
や
騒

音
、
低
周
波
被
害
の
防
止
な
ど
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
を
守
り
ま
す
。

⑤
非
核
自
治
体
、
北
東
ア
ジ
ア
平
和
協
力
構

想
を
提
案
し
、
京
都
か
ら
発
信
し
ま
す
。

支
援
し
ま
す
。

②
深
刻
化
す
る
有
害
鳥
獣
対
策
は
、
被
害
削

減
の
緊
急
対
策
と
里
山
・
山
林
の
再
生
対

策
を
並
行
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
防
護
柵

設
置
な
ど
へ
の
支
援
拡
充
、
狩
猟
の
新
規

資
格
者
の
技
術
研
修
な
ど
人
づ
く
り
を
強

め
、
市
町
村
の
捕
獲
・
処
理
体
制
の
整
備

強
化
を
は
か
り
ま
す
。

③
林
道
を
整
備
し
、
府
内
産
材
の
活
用
と
流

通
対
策
を
強
め
て
地
域
林
業
の
再
生
を
は

か
り
ま
す
。
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
間
伐

材
の
利
用
促
進
を
進
め
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
農
政
な
ど

「
戦
後
農
政
の
大
転
換
」
と
対
決
。「
府
内

の
農
業
者
支
援
と
後
継
者
づ
く
り
」
と
「
地

域
づ
く
り
」
の
両
面
か
ら
の
支
援
を
促
進
し

ま
す
。

①
京
都
経
済
、
農
業
、
暮
ら
し
に
大
打
撃
を

与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
反
対
す
る
運
動
の

先
頭
に
立
ち
ま
す
。
米
価
安
定
の
た
め
の

対
策
を
国
に
強
く
求
め
ま
す
。
大
企
業
の

参
入
の
た
め
の
農
地
バ
ン
ク
（
農
地
中
間

管
理
機
構
）
に
反
対
し
、
地
域
の
農
地
を

守
り
、
集
落
営
農
・
営
農
組
織
づ
く
り
を

Ｔ
Ｐ
Ｐ
推
進
、「
戦
後
農
政
の
大
転
換
」
に
反
対
し
、

こ
れ
以
上
の
農
村
破
壊
と
地
域
格
差
拡
大
に
歯
止
め

を
か
け
、
農
林
漁
業
振
興
・
ふ
る
さ
と
再
生
を
す
す

め
ま
す
。

第３の政策


